
―研究室改装を終えて平田研の新しい船出―

　2016 年に始まった平田研究室、昨年度から

の研究室改装を終えて研究室の空間が大きく作

り替えられた。この変化が生まれるに至った研

究室の活動の流れと、これからの研究室活動に

ついて平田研修士 1年の３人（乾、宇出、三上）

で対談を行った。

─「分解・再構築」─
乾　近年の研究室の大きなトピックとして「分

解・再構築」という考え方がある。研究室改装

もそういうトピックの中心にあるプロジェクト

で、「分解・再構築」という概念が平田研究室

の中で育っていったのかについて話したい。小

千谷図書館の設計のプロジェクトにこの視点の

原点があるのではないか。

─小千谷プロジェクトについて─
　2021 年、新潟県小千谷市の旧小千谷総合病

院跡地の整備事業として、新たに建てられる図

書館について、「実空間と情報空間の融合」と

いうテーマの下にプロポーザルが行われた。平

田晃久建築設計事務所は Float,Anchor,Roofと

いう 3つの要素を組み合わせた提案を行い、プ

ロポーザルを勝ち取った。平田研究室では主に

Anchor の設計のために小千谷市でのワーク

ショップに参加し、住民たちに図書館で行いた

い活動を聞き、Anchor の配置、形の決定を行っ

た。2023,2024 年の研究室旅行で小千谷市を

訪れ、2023 年は工事中の図書館を、2024 年

にはオープン直前の姿を見学させていただい

た。

三上　分解というキーワードの原点は Anchor

の設計プロセスだと思う。

─Anchor

町の人全員で引いた線

図書館の活動の結び目となる9つの箱。響、知、

和、博などで名付けられた Anchor は場の特性

を共有する活動によって棲み分けられる。平田

研究室はこの Anchor の設計のため小千谷市で

のワークショップに参加し、住民から新たな図

書館で行いたい活動を聞き、その活動を分析し

必要な場の特性を見出した。

乾　小千谷のプロポーザルのテーマ自体が形を

求めるものではなかったから、提案として

Float,Anchor,Roof の３つのものを用いたシステ

ムを提案した。平田研が大きく関わった

Anchor はワークショップによって作られて

いったものではあるが、ワークショップに参加

した人だけではなく、ワークショップで出た意

見やデータを情報的な処理をすることで、なん

となく集団的無意識のようなものを捉えている

ように思う。およそ 33000 人の小千谷市民を

一つの生命体と捉えたときの意見を見つける挑

戦だった。

宇出　その情報的な処理が市民の意見を分解す

る操作だった。ワークショップで出た活動のア

イデアを特性ごとに分類することで一定数の意

見の分解を行う、そこから必要な特性を持った

場所を再構築することで、大勢の市民の意見を

結びつける引力を見つけようとしている。

乾　Anchor の設計プロセスはまるで町の人間

全員で行ったように感じるのが面白い。

Anchor の位置や個数を決めたのは建築家では

なく、町の人全員で線を引いたと言える。そう

してできた空間が町の中でどのように生きてい

くのか興味がある。

三上　そのプロセスのおかげか、小千谷図書館

は建築が支配的ではない空間になっていると感

じる。Anchor の配列は数学的に処理されたモ

デルで論理的に決められているけれど、その処

理は市民の中のアイデアを分解する行為だった

から人間的理論によって作られているようにも

感じる。

乾　確かに生き物のような理論というか、生命

モデルに本当に血が通っていて、その血の通い

がそのまま理論として構築されているような感

覚がある。だからこそ実際の空間の現れとして

いい意味で何か隙があるような気がして、人間

の活動が入り込むことができる隙の多い建築に

見えた。Grasshopper で作られた数理モデルか

らそのような空間が出てくることが面白い。

宇出　建築を学んで、線を引くことに慣れてい

る私たちから見ると隙が多いと感じるかもしれ

ないけれど、そうではない市民から見るとどう

感じるだろう。

三上　市民にとっても馴染む空間、建築に支配

されないような空間になっている。隙の多い

Anchor はあるべくしてそこにあるように感じ

る。巨匠たちの建築における、空間が人を支配

するような強さは無いように感じる。

乾　こう使え、とか右に行け、ここに立てとか

そういう支配力がないよね。その空間の支配力

で以って、その場の質を担保していた時代では

なく、今は建築が解されたようになっている。

その場で起こっていることの豊かさに価値があ

るというのが今の建築のあり方だと思う。

三上　でも平田建築が魅力的なのは、その使い

方の余地みたいなものが単なる余白的ではな

く、「からまりしろ」として様々な質を持った

空間として作られていることだろう。小千谷で

は Anchor ごとに特性があり、「からまりしろ」

と比べて考えると一つまた空間性が違う。太田Anchor
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と比べて考えると一つまた空間性が違う。太田

市美術館図書館に行くと、自由に人が休んでい

たり、勉強したりしているけれど、Anchor の

場合はある程度室の特性が効いてくるはず。こ

れが「からまりしろ」とどのような使われ方の

違いを生むかは興味深い。

宇出　なるほど、一定の方向づけがされてい

るってことね。

乾　方向づけができているのは、市民が出した

アイデアを分解・再構築したことからの影響で、

そういう作り方でできた「からまりしろ」的な

ものがどう使われていくのか、それが今後の興

味のあるところだな。

宇出　Float についてはどう思った？

─Float

本棚が動くことの街スケールでの意味

動く書架と展示台。情報と実空間を繋ぐもので

あり、新しい図書空間を作り出している。書架

はレールに沿って動かすことができ、展示状況

に応じて動かしたり、または利用者自らの手で

動かされたりすることが想定されている。

乾　Float は動かない Anchor に対して建築の可

変性を持たせている部分で、研究室改装の山車

にも通ずるものではあって、２万冊の開架図書

に仮の秩序を与えている。これまでの図書館で

確立されてきた固定的な秩序の作り方では、も

はや図書館とは呼べないほどに多様な活動を盛

り込んでいる小千谷図書館では活動を制限して

しまう。動かすことによって様々なジャンルの

本が物理的に一つの群れになってゆく。ジャン

ルの混在した本たちが響きあった群れとなり、

その響きの中で新しい本と出会うというのが新

しい。

宇出　実際に動かされるかどうか、建築の力だ

けではなくて運営する側の力も重要になってく

る。利用者が動かしたいと思えるような仕組み

をどう作るか。

乾　図書館の利用者が、自分で場所を作ってい

く意識があるかどうかが大事で、そういう意味

で Anchor の設計プロセスはポジティブなもの

だと思う。住民が当事者意識を持って形ができ

ているし、Float は機能するのではないかな。

それに、あの町の規模だからこそ Float の提案

ができたような気もして、もう少し匿名性や公

共性の高い都市の図書館だったら、Float はも

う機能しないのではないか。

宇出　確かに、もっと匿名性の高い都市で

Float のようなものを作ろうとする場合、その

動きは全く知らない他者が生み出したものだか

ら、ある意味でそれがより情報として見えてく

る気もする。また違う可能性ではあるけれど場

所が違えば Float は違う意味を持ってくるので

はないか。

乾　そうだね、Float を都会でやるとなると、

そこには人の意思が介在していないような情報

の持つランダム性のようなものとして認識され

るだろう。そう考えると Float はあの場所でし

かできないのかわからないけれど、実際に小千

谷図書館を訪れて書架が動いているのを見て、

感覚的にはあの場所でしかできないように思っ

た。

三上　情報のランダム性としてしか認識されな

ければ、それは都市の流れの中のさざ波程度の

ものになってしまう。情報の持つ特性が空間と

融合するのは人と空間のスケールが近い、あの

町の図書館だからこそできることかもしれな

い。

乾　つまりは情報空間と身体性とのつながりが

面白い。今の時代における図書館を考えると、

昔は図書館というのが知の権威であり情報を最

も保有している場所であったが、今の時代情報

量としてはインターネットに完全に劣ってし

まった。その上で地方に図書館を作るか、都会

に図書館を作るかという場所性の観点と、新た

な情報との出会い方という意味での図書館の現

代性の観点が今の図書館を考える上で重要に

なっている。小千谷図書館に関して言えば、今、

あの場所で本棚を動かすことに意味があって、

あの大きさだからこそ本棚を動かすことのによ

る情報の秩序の変化が手に取るようにわかる。

そしてその秩序の動きが、小千谷図書館から見

える越後三山の風景とか、雲の流れとか、日が

昇って沈むとか、1年間の小千谷の町の祭事を

含んだダイナミズムのような流れと響き合って

いる。逆に都会における早い人の流れや情報の

流れの中で本棚が一つ動くことがどんな価値が

あるのか。

三上　小千谷の街では逆の矢印がある。小千谷

の場合は一人の興味が Float を動かして、Float

が動くことで空間が変わり、それが Anchor の

活動を変えるかもしれないし、街へと波及して

いくかもしれないという矢印がある。一方で都

市において本棚が動くことを考えると、何か時

代の波みたいなもの、トレンドとか時事とかの

先に本棚があってその先に個人がいるような矢

印だと思う。このような情報とのランダムな出

会いは今も起こっていることである。それが空

間化されてできてくるのは面白いかもしれない

けれど新しさはないかも。

宇出　可視化する点では意味はあるのかもしれ

ないけれど、それによって空間とか人の行動と

かが変わるわけではない。

乾　つまりはインターネットの中での自動的な

レコメンデーションと同じで、その AI によっ

て個人の趣味嗜好が反映されたものが選別され

て表示されることで人間の購買行動が変わると

か、そういったレベルでの訴求力しかない。

三上　かたや小千谷においてはそれとは逆のベ

クトルを持った人から街への波及効果の実験の

ようなものだと思う。小千谷の図書館が開いた

こと自体がその実験の開始としての意味があ

る。

乾　固有性を持った地点での本棚の何mの変

位が小千谷の街全体のレベルまで波及していく

のが小千谷モデルで、仮に Float を東京でやっ

た時の東京モデルというのは、本を動かすこと

自体がすごく匿名的な行為で、そうすることで

匿名的な情報が出てきて、それが個人のレベル

まで降りてくるという感じか。

宇出　最後に Roof はどうだったのか。

─Roof

町のアーカイブとしての公共建築

図書館を覆う屋根、積雪に耐え、越後三山のパ

ノラマビューを見る舞台にもなる。小千谷縮を

モチーフとした形状で、屋根の向きは小千谷市

民とのワークショップで小千谷市の行事や来歴

を参照し決定された。

三上　小千谷縮の要素を感じつつも、それ以上

に平田研究室のスタジオ課題のテーマであった

「今ではないいつか・私ではない誰か」みたい

なものを考える機会になった。小千谷市の来歴

の積み重ねとして、これから先にどんな意味が

出てくるのか興味がある。

乾　この Roof を作るプロセスにも住人が関与

していいて、Anchor は今の活動のための意見

を集めた横軸的なものに対して Roof がこれま

での小千谷を紡いだ縦軸として存在しているの

は面白い。それが未来の小千谷の軸となってい

くかどうか楽しみ。そういう点で Roof は有形

文化財のようなものかもしれない。町の人が大

切にしてきた景色とかを守り繋いでいくために

必要な構築なのではないか。

三上　だとすると、ある種建築はその町の活動

をアーカイブしていくものとして価値があるも

のでもある。匿名的というか没個性的となって

きたような日本において、至る所でそこで大事

Float

Roof
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Anchor の設計のために小千谷市でのワーク

ショップに参加し、住民たちに図書館で行いた

い活動を聞き、Anchor の配置、形の決定を行っ

た。2023,2024 年の研究室旅行で小千谷市を

訪れ、2023 年は工事中の図書館を、2024 年

にはオープン直前の姿を見学させていただい

た。

三上　分解というキーワードの原点は Anchor

の設計プロセスだと思う。

─Anchor

町の人全員で引いた線

図書館の活動の結び目となる9つの箱。響、知、

和、博などで名付けられた Anchor は場の特性

を共有する活動によって棲み分けられる。平田

研究室はこの Anchor の設計のため小千谷市で

のワークショップに参加し、住民から新たな図

書館で行いたい活動を聞き、その活動を分析し

必要な場の特性を見出した。

乾　小千谷のプロポーザルのテーマ自体が形を

求めるものではなかったから、提案として

Float,Anchor,Roof の３つのものを用いたシステ

ムを提案した。平田研が大きく関わった

Anchor はワークショップによって作られて

いったものではあるが、ワークショップに参加

した人だけではなく、ワークショップで出た意

見やデータを情報的な処理をすることで、なん

となく集団的無意識のようなものを捉えている

ように思う。およそ 33000 人の小千谷市民を

一つの生命体と捉えたときの意見を見つける挑

戦だった。

宇出　その情報的な処理が市民の意見を分解す

る操作だった。ワークショップで出た活動のア

イデアを特性ごとに分類することで一定数の意

見の分解を行う、そこから必要な特性を持った

場所を再構築することで、大勢の市民の意見を

結びつける引力を見つけようとしている。

乾　Anchor の設計プロセスはまるで町の人間

全員で行ったように感じるのが面白い。

Anchor の位置や個数を決めたのは建築家では

なく、町の人全員で線を引いたと言える。そう

してできた空間が町の中でどのように生きてい

くのか興味がある。

三上　そのプロセスのおかげか、小千谷図書館

は建築が支配的ではない空間になっていると感

じる。Anchor の配列は数学的に処理されたモ

デルで論理的に決められているけれど、その処

理は市民の中のアイデアを分解する行為だった

から人間的理論によって作られているようにも

感じる。

乾　確かに生き物のような理論というか、生命

モデルに本当に血が通っていて、その血の通い

がそのまま理論として構築されているような感

覚がある。だからこそ実際の空間の現れとして

いい意味で何か隙があるような気がして、人間

の活動が入り込むことができる隙の多い建築に

見えた。Grasshopper で作られた数理モデルか

らそのような空間が出てくることが面白い。

宇出　建築を学んで、線を引くことに慣れてい

る私たちから見ると隙が多いと感じるかもしれ

ないけれど、そうではない市民から見るとどう

感じるだろう。

三上　市民にとっても馴染む空間、建築に支配

されないような空間になっている。隙の多い

Anchor はあるべくしてそこにあるように感じ

る。巨匠たちの建築における、空間が人を支配

するような強さは無いように感じる。

乾　こう使え、とか右に行け、ここに立てとか

そういう支配力がないよね。その空間の支配力

で以って、その場の質を担保していた時代では

なく、今は建築が解されたようになっている。

その場で起こっていることの豊かさに価値があ

るというのが今の建築のあり方だと思う。

三上　でも平田建築が魅力的なのは、その使い

方の余地みたいなものが単なる余白的ではな

く、「からまりしろ」として様々な質を持った

空間として作られていることだろう。小千谷で

は Anchor ごとに特性があり、「からまりしろ」

と比べて考えると一つまた空間性が違う。太田

にされてきたものがアーカイブされた建築が

残っていくとすると面白い。

宇出　公共建築が町のアーカイブとして残って

いくのは面白い。

三上　確かに、そういう強さは建築にはある。

鳴門の増田友也の建築は特にそれを感じる。

乾　平田建築も特にそのような要素が強い。都

市の時間の流れ、何百何千何万年といった時間

の流れ、その場所にとってものすごく大事で大

切にしなければいけない時間の流れという異な

る時間軸を重ね合わせるのがすごくうまい。そ

れが平田建築の最近の傾向のように思う。伊勢

遺跡とかから。太田市美術館図書館とかは縦軸

的な時間性はない。オンタイムの活動で場所が

できていて、それもワークショップの成果とし

てある。一方、伊勢遺跡とかになるとそういっ

た遠くの時間にも触れていて、その伊勢遺跡で

培った昔の時間を重ね合わせるということで響

きになっているのではないか。

─乾が「響き」についての考えを深めつつも、

話題は研究室改装の設計段階へ ( 改装Ⅰ期 )

─研究室改装Ⅰ期 ( 設計 )─
小千谷図書館との共通項

三上　実際、研究室改装に携わった人たちはほ

とんど小千谷のプロジェクトには触れていな

い。にもかかわらず改装にも分解の考え方や可

変性の考え方が受け継がれている。

乾　やっぱり研究室という一つの生き物として

志向性を持っていて、だから研究室改装は既存

の家具を分解し再構築することで新しい場所を

作るような、そして再構築するものは「山車」

として研究室を駆け回り様々な質の場所を提供

するようになっている案が選ばれたのだと思

う。

三上　新陳代謝を繰り返す研究室の中で、その

志向性が生きていることが生き物としての研究

室があるように感じて面白い。もちろん頭は変

わってないのだけれど、手足となる学生の中で

も思考が継がれているのが。

宇出　プロジェクトの案の中にある志向性が案

によって引き継がれているということができて

いるのがいいことだと思う。

乾　実際に課題も小千谷と似ているところが

あった。「情報空間と実空間の融合」という課

題は研究室にも言えることで、スケールは違う

けれどそのコンテクストも近いところがあっ

た。そのため小千谷モデルが採用されたのかも

しない。でも、そもそも研究室改装プロジェク

トの始まりとしては片付けるということが必要

だった。すごく乱雑に物が散らばった状態で、

ヒトよりもモノが空間の秩序を支配しているの

ではないかというほどの状態になっていた。

三上　その意味では、以前の研究室は都市的

だったとも言えるよね。何かわからない匿名性

の高いモノが散らばり、物理的にも心理的にも

モノが支配していた。それを解消して本来の研

究室の環境を取り戻すために小千谷モデルに辿

り着いたとも思う。無意識的に人間的な環境を

求めていたということかもしれない。

乾　確かに、毎日研究室に来ていたけれど、以

前の研究室は自分の身体性の中でしか活動でき

ない場所だった。よく知らないものに囲まれて

周辺にある物事とのインターフェイスが全然な

いような状況だった。

宇出　そうだね、M１は最初ほとんど研究室の

奥に入らなかった。

乾　雰囲気が良くなかった。平田研究室が閉じ

ているような雰囲気が研究室の外にも漏れ出て

いるような感覚。こんなに人がくる研究室なら

ば、もっと田舎のように近いコミュニティに

なってもおかしくないのに、都会のような希薄

さを持っていた。そこに分解、再構築の話を取

り込んで小千谷モデルの実践を行ったのが改装

Ⅰ期だったのではないかと。

そこで、一番の課題だったのが匿名的なものに

オーダーを与えるということ。その手段として

選ばれたのが山車だった。山車は無意識的に小

千谷モデルを引き継いでいて、山車は人やモノ

が絡まりつく塊のようなもので、かつ動くこと

ができる。動くことができるのが重要で、研究

室という場所は小千谷よりも激しい時間の流れ

を持っていて、しかも人が入れ替わる。それに

対応するために山車が作ったのは単一の秩序で

も無秩序でもない、たくさんの秩序という新し

い考え方だった。

三上　僕らが作ったのは山車だけではなくて、

山車と山車の間（あわい）でもある。Float の

ように動き、かつ Anchor のように役割を持っ

た山車も重要だが、その間としてできる大きな

空間も同じくらい必要なものだった。

宇出　それが改装プロジェクトの特異性みたい

なものだよね。

乾　まとめると、改装プロジェクト、小千谷と

もに Anchor の作り方にあるような縮減を行

なっていて、空間に求める多数の要望を小さな

空間で満たすために分解再構築という手法を用

いている。研究室改装では桂キャンパスの特性

でもある高い天井高とかを活かしながら一つの

形態を決めていった。そして研究室改装で小千

谷と違う点としてもう一つ挙げられるのが、も

ともとこの部屋に僕らがいたこと、そしてこれ

からも僕たちがこの部屋にいるということだ。

だから新しい資材を投入して大きく空間を変え

るということはできなくて、元々ある物を捨て

ようというのも違うから既存のオフィス家具を

分解して再構築するという手法が選ばれたのだ

ろう。

―宵山ゼミで得た気付き─
〈仮〉から生まれる揺らぎ

研究室改装の設計が佳境のタイミングで 2024

年の宵山ゼミが行われた。

宵山ゼミは毎年祇園祭宵山の日に行っている平

田研究室のオープンゼミで（岸研究室から引き

継いで開催）、今年はゲストとしてアーティス

トの手塚愛子さん、京都大学人文科学研究所准

教授の藤原辰史さんにお越しいただき、「 〈仮〉

のダイナミズム 」というテーマでディスカッ

ションを行なった。それを踏まえて研究室改装

にどのような学びがあったのか。

乾　宵山ゼミでの学びとしては、作るものがガ

チガチに固まった物でなくてもいい、巻き戻せ

るものでもいい、〈仮〉の姿であることに気付

かされたことかな。自分の中ではそこが大き

かった。

三上　それこそ手塚さんの作品のような、結ば

れていくのか解かれてゆくのかどちらに進むか

わからないような見せ方がその気づきをくれた

ところもあるし、あれだけ織り重ねたものを解

いていくことでまた美しさが現れてくるという

意味では、またこの研究室がどこかで改装され

るなんて未来も面白いかもしれない。その可能

性まで含めて設計していくのも興味深いこと

で、建築が強く確固たる形として残っていく時

代ではないであろう現代においてどのような物

を作るべきかみたいなことを再確認できた。

乾　それは大きかった。やはりその時期は設計

が佳境で、形を決めるということに集中してい

て、思考が硬直してきていた感じはあった。そ

こに対して、この設計はまさに〈仮〉のダイナ

ミズムの一つの形態であって、2024 年の平田

研究室においてその時起こったメタモルフォー

ゼの一つの過程であることに気付かされた。そ

宵山ゼミの様子

改装前の研究室の様子
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―研究室改装を終えて平田研の新しい船出―

　2016 年に始まった平田研究室、昨年度から

の研究室改装を終えて研究室の空間が大きく作

り替えられた。この変化が生まれるに至った研

究室の活動の流れと、これからの研究室活動に

ついて平田研修士 1 年の３人（乾、宇出、三上）

で対談を行った。

─「分解・再構築」─
乾　近年の研究室の大きなトピックとして「分

解・再構築」という考え方がある。研究室改装

もそういうトピックの中心にあるプロジェクト

で、「分解・再構築」という概念が平田研究室

の中で育っていったのかについて話したい。小

千谷図書館の設計のプロジェクトにこの視点の

原点があるのではないか。

─小千谷プロジェクトについて─
　2021 年、新潟県小千谷市の旧小千谷総合病

院跡地の整備事業として、新たに建てられる図

書館について、「実空間と情報空間の融合」と

いうテーマの下にプロポーザルが行われた。平

田晃久建築設計事務所は Float,Anchor,Roofと

いう 3 つの要素を組み合わせた提案を行い、プ

ロポーザルを勝ち取った。平田研究室では主に

Anchor の設計のために小千谷市でのワーク

ショップに参加し、住民たちに図書館で行いた

い活動を聞き、Anchor の配置、形の決定を行っ

た。2023,2024 年の研究室旅行で小千谷市を

訪れ、2023 年は工事中の図書館を、2024 年

にはオープン直前の姿を見学させていただい

た。

三上　分解というキーワードの原点は Anchor

の設計プロセスだと思う。

─Anchor

町の人全員で引いた線

図書館の活動の結び目となる9つの箱。響、知、

和、博などで名付けられた Anchor は場の特性

を共有する活動によって棲み分けられる。平田

研究室はこの Anchor の設計のため小千谷市で

のワークショップに参加し、住民から新たな図

書館で行いたい活動を聞き、その活動を分析し

必要な場の特性を見出した。

乾　小千谷のプロポーザルのテーマ自体が形を

求めるものではなかったから、提案として

Float,Anchor,Roof の３つのものを用いたシステ

ムを提案した。平田研が大きく関わった

Anchor はワークショップによって作られて

いったものではあるが、ワークショップに参加

した人だけではなく、ワークショップで出た意

見やデータを情報的な処理をすることで、なん

となく集団的無意識のようなものを捉えている

ように思う。およそ 33000 人の小千谷市民を

一つの生命体と捉えたときの意見を見つける挑

戦だった。

宇出　その情報的な処理が市民の意見を分解す

る操作だった。ワークショップで出た活動のア

イデアを特性ごとに分類することで一定数の意

見の分解を行う、そこから必要な特性を持った

場所を再構築することで、大勢の市民の意見を

結びつける引力を見つけようとしている。

乾　Anchor の設計プロセスはまるで町の人間

全員で行ったように感じるのが面白い。

Anchor の位置や個数を決めたのは建築家では

なく、町の人全員で線を引いたと言える。そう

してできた空間が町の中でどのように生きてい

くのか興味がある。

三上　そのプロセスのおかげか、小千谷図書館

は建築が支配的ではない空間になっていると感

じる。Anchor の配列は数学的に処理されたモ

デルで論理的に決められているけれど、その処

理は市民の中のアイデアを分解する行為だった

から人間的理論によって作られているようにも

感じる。

乾　確かに生き物のような理論というか、生命

モデルに本当に血が通っていて、その血の通い

がそのまま理論として構築されているような感

覚がある。だからこそ実際の空間の現れとして

いい意味で何か隙があるような気がして、人間

の活動が入り込むことができる隙の多い建築に

見えた。Grasshopper で作られた数理モデルか

らそのような空間が出てくることが面白い。

宇出　建築を学んで、線を引くことに慣れてい

る私たちから見ると隙が多いと感じるかもしれ

ないけれど、そうではない市民から見るとどう

感じるだろう。

三上　市民にとっても馴染む空間、建築に支配

されないような空間になっている。隙の多い

Anchor はあるべくしてそこにあるように感じ

る。巨匠たちの建築における、空間が人を支配

するような強さは無いように感じる。

乾　こう使え、とか右に行け、ここに立てとか

そういう支配力がないよね。その空間の支配力

で以って、その場の質を担保していた時代では

なく、今は建築が解されたようになっている。

その場で起こっていることの豊かさに価値があ

るというのが今の建築のあり方だと思う。

三上　でも平田建築が魅力的なのは、その使い

方の余地みたいなものが単なる余白的ではな

く、「からまりしろ」として様々な質を持った

空間として作られていることだろう。小千谷で

は Anchor ごとに特性があり、「からまりしろ」

と比べて考えると一つまた空間性が違う。太田

れで、今自分たちが行なっている活動が肯定さ

れたような気がした。それともう一つ、藤原さ

んからの学びとして、分解者の話があって、研

究室改装の場において我々は生産者でも消費者

でもなくて分解者の立場にいることに気付かさ

れた。分解者としての自覚が出たことで今作っ

ているものも壊してもいいという感覚ができ

た。それまでは結構生産者側の思考だった。改

装プロジェクトにおいて自分たちは場所を作っ

ていかなければならないと強く感じていた。で

も分解者として崩しながら作っていくような流

れを起こせれば面白いモノができるのではない

かと思考が変化していった。

宇出　ガチガチに作らなくても、これからの研

究室の活動の中で壊されて違うものになるかも

しれない、というのが先に話した活動に合わせ

て山車を動かすというコンセプトにマッチして

いた。

乾　そうだね、〈仮〉の動きの中にあるという

ところとか、未完成であることによって引き起

こされるような効果みたいなものが改装には

あったような気がして、未完成であるが故にそ

れを補完する思考が使い手の中に生まれるみた

いなところが、研究室が常に成長していくため

の余白となり得ると思う。そういった隙の多さ

みたいなものは小千谷で感じたもののような気

もするし、小千谷でも Float, Anchor が実際に

使われていく中で建築として完成していくよう

な感じが改装と似ていると感じた。

三上　手塚さんは宵山ゼミでのディスカッショ

ンの中で、どこまでほどくのかということに対

して鑑賞する人にその織られたものの時間の揺

らぎを感じさせることができるようにと答えて

いた。研究室改装も近いところがあって、完成

させるとはいかないラインまで設計しているか

らこそ、入れ替わっていく研究室のメンバーが

常にこの研究室の進んでいく感覚、現在地の揺

らぎみたいなものを感じさせることができるこ

とができるのではないか。

―研究室改装Ⅱ期（施工）―
身体的に理解したこと

宵山ゼミでの学びを確認した上で、最後は研究

室改装Ⅱ期（施工）の話へ。

乾　先の話で改装Ⅱ期の話もしていたけど、実

際作っていく過程でどう思った？

三上　純粋に木が重かったとか（笑）

乾　でも、結構それは大事だと思う。自分たち

が分解者として自分自身が運べるものの重さを

知っている人間か否かというのは、今後我々が

設計をやっていくうえでものすごく大事な気が

している。

宇出　（同時並行で行っていたプロジェクトに

て）左官仕上げをしても感じたけれど、自分が

これで設計しようと考えた時のその決断の重さ

みたいなものを学ぶ機会になったかな。

乾　図面に線を引くという行為も、研究室改装

の前と後ではその重みの違いがわかるように

なっていると思う。その一本の線が引き起こす

ことを身体的に理解しているかということはと

ても大事なことだから。

三上　そうだね。あとは見えていないものの多

さというか、自分の手を広げていた空間の狭さ

とか、寸法通りに感じる研究室の広さとか、そ

れも身体的なスケールで空間を体感できた。図

面やモデルの寸法だけでなく実際の寸法を作る

行為を通じて学べた。収納についても実際に物

を出してみるとその多さや重さに圧倒された。

乾　持てる持てないとか、入る入らないとか、

何ができるかのボーダーラインを割と正確に掴

めるようになったと思う。

三上　あとは重力の強さも実感した。これに

抗って建築を作ることの大変さみたいな。

乾　確かに、構造的にもそうだったし、この世

を支配する重力場の中に異なる引力を持った山

車を作って空間に秩序を与えようとしていたわ

けで、なかなか重力に勝てなかった。どうして

も重力に負けてものが広がっていってしまう。

その強い重力の支配と真摯に戦った経験では

あって、それは自分が持てる量を知ることとか

にも共通することだと思う。今後、そういった

学びが可視化されているような研究室になって

いたら嬉しいな。

―平田研究室の未来―
平田研のGhost

平田研究室の履歴とともに研究室改装を振り

返ってきたが、最後に平田研の未来についての

話題に。

宇出　今後の研究室はどうなっていくだろう

ね。これまで積み重ねられてきたものが広がっ

てきていたのを一度整理したけれど、これまで

の研究室の履歴は確実に残っているし。

乾　それこそ今後もそういう履歴を発掘してい

ける研究室だといいと思う。自分の手で研究室

の履歴を発掘し学びを得られるような。

宇出　発掘されるものは私たちが知らない物語

を持っていて、得体の知れない重みみたいなも

のを感じたよね。

乾　その得体の知れなさに魅力を感じることも

あった。それは手塚さんの作品にも通ずるとこ

ろがある。全然文脈の違うものが同時存在的に

あって、絵文字と出島が重なっている作品（「閉

じたり開いたり　そして勇気について」）もそ

ういった雰囲気がある。さまざまな履歴のよう

なものを紐解いていくっていう、その発掘的な

視点の楽しさもあるし、紐解いていった上で秩

序を与えて、それを同じものとして重ね合わせ

て置いておくみたいなところが似通った面白さ

ではある。今のキッチンの山車の上の雰囲気が

好き。研究室改装の山車の模型と、北大路ハウ

スの模型が隣同士に並んでいるのが、８年間で

はあるけれど時間的に異なるものが重なってい

くのが、毎年人が入れ替わっていく研究室とい

う場所では意味があることのようで面白い。

三上　確かに、そういった他者性のようなもの

が重なり合いながらも、模型ひとつとっても作

り方が似ていて、ここまで話してきたように小

千谷からの 3~4 年が一つの志向性を持ってい

るような生き物のような研究室がある。手塚さ

んの「Ghost I met」という作品は異なる文脈に

見えて共通性があるものが織り重ねられてい

て、そこにその層を彷徨っている幽霊がいる。

平田研の志向性もこの幽霊みたいなものかもし

れない。多層に重なるプロジェクトと研究室の

メンバーの中で引き継がれていく幽霊みたい

な。研究室改装によってできたこの空間も、そ

の幽霊が取り憑いて引き継がれていく空間に

なっていればいい。

乾　まさに Ghost I met だよね。何これ、と思

いつつも数年前の人が本気で取り組んでいた人

の手の温もりとか熱量とかが宿ったものが大量

に研究室から出てきた。それが今目の前にディ

スプレイされて、その熱が研究室に充満してい

て、僕らにも伝わってくる。この空気の中で作

ることで平田研の Ghost の要素が宿るような気

がしていて、顔も知らない他者が作った模型や

空気が研究室に満ちることで一つの生き物とし

ての平田研の息吹を取り戻したように思う。新

しくなった研究室でこれまでの平田研の Ghost

と出合いながら平田研究室としての進化を遂げ

ていきたい。

発掘された模型の数々

改装模型と北大路ハウス模型が隣り合う
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　 平田研究室改装プロジェクト 2 期    
　　　HIRATA LAB. RENOVATION PROJECT, PHASE2

設計　京都大学平田晃久研究室

施工　京都大学平田晃久研究室

所在地　京都府京都市西京区

architects: KYOTO UNIVERSITY HIRATA AKIHISA LABOLATORY　　



たくさんの秩序と向き合って

どこにでもあるオフィス家具がならんだ研究室。本、

模型、模型材料、様々な道具、機械…この部屋は、

家具ではなくモノによって支配されている。モノは

放置しておくと暴れまわり、研究室の秩序を発散方

向へと加速させる。そんなエネルギーをもったモノ

たちの手綱を握り、そのエネルギーをこの部屋で過

ごす人々のクリエイティビティのための燃料にす

る。そんなモノと人のための新たな居場所、建築と

家具のあいだのような空間が求められていた。

既存の家具の分解と再構成

先述した通り、この部屋にはモノがとても多い。し

たがってこの空間を変えるために新たなモノをこの

部屋に持ち込むのは本末転倒である。そこで、この

部屋に既にあるものから、新たな空間を作り上げる

ことを考える。その材料となるのは、暴れまわるモ

ノたちに埋もれてしまっているどこにでもあるオ

フィス家具たちだ。家具とモノと人がふたたびより

良い関係性を構築する為に、既存家具を部品レベル

まで解体し、それらを再構成することで、もとの家

具よりも大きく、部屋よりも小さい、家具以上建築

未満の立体を生み出す。その立体に、暴れまわるモ

ノたちはそれぞれの住所を見つけ、からみつく。

研究室の新たな秩序となるその情報のかたまりのよ

うな物体を、山車とよぶことにする。

動き回る情報の塊

山車の役割は大きく分けて３つある。1つは、人々

が作業するための家具として機能すること。2つ目

はモノが暴れまわらないようにきちんとおさまる

「モノの住処」となること。そして 3つ目は、研究

室の情報量に、秩序を持たせることである。とくに

3つ目が、山車と呼ばれる所以、車輪がついて動く

ことと関係している。

繰り返しにはなるが、エントロピー増大の原理によ

り、モノは放っておくと空間内の乱雑さを均一にす

る方向に散らばっていく。簡単に言えば部屋が散ら

かるということである。そのため人々は家具という

モノ以上の概念を導入し、空間に秩序を与えようと

する。しかし家具は空間に秩序を与えることはでき

ても、その秩序をいくつも用意することはできない。

年間を通じて多様な活動がめまぐるしく行われるこ

の研究室において、家具によって規定された「ただ

ひとつの秩序」というのは、少々窮屈に感じられる。

そこで、モノと人のからまりしろである山車が部屋

のなかを自由に走り回ることで、この問題を解決す

ることにした。日々山車が動くことによって、室内

における情報の粗密のモードは多様に変化し、それ

に伴って人々の活動も大きく変化する。無秩序をつ

くるのではなく、「たくさんの秩序」を用意するこ

とに成功した。( 乾翔太 )

ゼミの様子。山車によって生み出された大きな谷のような地形の真ん中に研究室メンバーが集う。

平田研究室断面　縮尺 1/80
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ゼミの様子。山車によって生み出された大きな谷のような地形の真ん中に研究室メンバーが集う。

平田研究室断面　縮尺 1/80

１年を通して、B4、修士によって様々な
活動が繰り広げられている平田研究室

2024 年を例に研究室の状態を分析し、５つの状態
を抽出した。それぞれの状態で行われる活動に、
適切な環境を与える山車の配置をモードとした。
モードの転換によって、この一つの部屋の中で
多くの活動を受け入れることを目指した。

最もスタンダードなモード。山車 A を部屋の
奥、山車 B を入口側の隅に配置し高いボリュー
ムで対角をなし、山 - 谷 - 山の地形ができる。
そして谷の部分が大きく空くように山車 C を
配置し、ゼミなどで集まる場とする。

モード

展示通常
研究室内で展示
や講評会を行う
際のモード。
大きな白壁の展
示壁を持つ展示
空間となる。山車 ABC 天井に近い部分には、
これまでの平田研の歩みを表す模型が見え、
紡がれてきた来歴の上にさらに歴史を重ねる
ように展示を行う場となる。

卒制・修論
1-２月の B4 の卒業制作、M2 の修論がともに
佳境を迎える時期のモード。山車 B、C を部
屋の間仕切りとしての役割を持たせる。入口
側を B4 やお手伝いの後輩の卒業制作の場と
し、奥側を修論の場とする。

イベント スタジオ・実習
5-6 月の B4 のスタジオ課題、修士の設計実習
が並行している時期のモード。山車 B、C で
研究室を２つの領域に分ける。B、C には、模
型材料や道具が置いてあり、それを取りに行
く時に２つの領域が混ざり合う。

イベントを行う
際のモード。
３つの山車を奥
に寄り、噛み合
うことで５つの
モードの中で最小のボリュームとなる。大き
な制作の場が必要な際も想定している。キッ
チン山車によって、水回りを隠すことによっ
て、外に開いたイベントに適した場となる。

A

スタンディングスタンディング

椅子の幅をなくし、
B と C を近接させることで、
研究室のゲートとなる。

椅子の幅をなくし、
B と C を近接させることで、
研究室のゲートとなる。

B の高さ 600 ミリの床
ここに座ると研究室を見渡すことができる
B の高さ 600 ミリの床
ここに座ると研究室を見渡すことができるプロジェクターで白壁に投影

模型を机 ( シハチ ) から
見えるように置くことが
できる

模型を机 ( シハチ ) から
見えるように置くことが
できる

スタジオスタジオ設計実習設計実習

大きな白壁の展示壁大きな白壁の展示壁

模型を展示できる
机が表に出てくる
模型を展示できる
机が表に出てくる

プリンターなどは裏に隠れるプリンターなどは裏に隠れる

模型模型

B

C K
山山

谷谷

山山

A

B

C K

かみ合うかみ合う

水回りがイベント
から隠れる
水回りがイベント
から隠れる

山車 B,C で２つの領域に区切る山車 B,C で２つの領域に区切る

A

B

C

K

卒制卒制修論修論

ボリュームが集まった籠る場ボリュームが集まった籠る場

大判プリンター大判プリンター

本棚などのボリュームや面材に囲まれて
パーソナルな空間ができる
本棚などのボリュームや面材に囲まれて
パーソナルな空間ができる

B4 スタジオ課題
研究室始動

M1 設計実習

改装 PJ
宵山ゼミ準備

間人 PJ プレゼン
修論
題目
提出

卒業制作

修論

修論審査会 卒業制作講評会

院試

間人 PJ 調査旅行研究室旅行

研究室旅行

改装 PJ
木材加工
開始

改装 PJ 建方開始改装 PJ 竣工

スタジオ
講評会

設計実習
講評会
(M1)

宵山ゼミ

間人展覧会設営

間人 PJ

4 5

7

８

910
11

12

1 2 3

6
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思考と格闘の記録

2024 年 4 月 8 日、前期の始まりと共に今

自分たちがいる部屋の改装が始まった。も

のが溢れた部屋をどうにかしたいという思

いで始まったプロジェクト、その敷地でも

のを作り続けてスタディするというのは奇

妙なものだ。私たちの眼前には常に解決す

べき課題があり、そんな場所で日々を過ご

すのだから改装が頭から離れることは無

かった。しかし、課題と共に膨大な手がか

りも常に私たちの目の前にあったのだ。実

物の部材が敷地に転がっているという状態

でスタディを進めていた。当然この利点を

用いない訳にはいかない。まず手始めに本

棚を外すことが可能か検証を行った。部材

の採寸も精度を上げるため何度も行った。

時には実際に本棚を机の上に乗せて張り出

す長さを検証したりもした。およそ２ヶ月

間、お世辞でも整った環境とは言えない、

ものが散乱した研究室は私たちに課題と手

がかりを与え続けた。これらの写真たちは、

そんな研究室と向き合った私たちの思考と

格闘の記録である。( 三上マハロ )

4/11 本棚を外してみる。 4/15 最初のスタディ模型、山車 A が大きすぎる。
建築的すぎるから家具と建築の間を目指す。

4/15 最初のスタディ、山車 A が大きすぎる
建築的すぎるから家具と建築の間を目指す。

4/29 ボリュームから再検討を行い、概形を考えた。
その概形を生み出すための机の配置をすべて試す。

4/30 山車 A を小さくし、高さの異なる机を持った
山車を設計した。山車の間が設計できていない。

5/7 山車同士の関係性をいくつかスタディしたが、
純粋な物理的「噛み」についてまず考えることになる。

5/13  大量のボリュームスタディを行い、研究室内
での山車の配置と、その間の空間を検討。

5/20 完成案の対案になったキッチン側に山車 A を置く案。入り口からの
見え隠れと、作業スペースの配置を考慮した。

5/20 山車 A をキッチン側に置く案とと窓側に置く案の二つをエスキスで
検討。各モードでの空間と、噛み合いでできる空間を比較した。

5/21  桂キャンパス付近のホームセンターにて木の調達の準備。値段、在庫、
木の質などを比較検討した。

5/24 塗料の決定のためのモックアップ制作。下地材の有無や、艶ありと
艶なしでの塗料の比較を行った。

5/28  前週の 2 案をブラッシュアップし再度比較検討を行った。どちらも
物理的噛み合わせでできる空間をスタディした。

6/1 実際に本棚を浮かせてみる。机の高さと本棚の張り出し長さをリアル
スケールで検討する。

6/3  1/10 ボリューム検討で最終スタディを行う。山車同士の噛み合いの
パターンを決定する。

6/10 最終案のモデリングスタディ、山車 B の形を２案作り比較検討。
エスキスにて基本設計を確定させた。

朝日を受けて輝く模型たち。雑然とした研究室の中でこれまでの軌跡が
浮かび上がるようだった。

4/22 高さ 700 で机を繋げる案、高さがまばらにして様々なインターフェイスを持った山車にするようにと
指摘を受ける。
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　電子レンジ

　d2(L)

　d2(L)

　d2(R)

　dL1

　d2(L)　d2(L)

　d2(R)

　d2(R)

　d2(L)

　FL+3,200

　FL+1,400

　FL+723

　耐水仕上げ：
　メラミン化粧合板 t=5

　耐水仕上げ：
　木材用ウレタンニス2度塗り

　コンクリート打放し

　クロス仕上げ

　b1

　t3

　ｄ３

　ｄ３

　ｔ３

　ｔ３

　ｄ３

　t1

　t2

　t6

　t6

　t6

　t2

　t2
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　b2 　b2

　b2 　b2
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　d1

　d1

　ｄ1

　ｄ1 　ｄ1

　d7

　d7

　d7

　d7

　d7

　d7

　d7

　d7

　ｔ１

　鬼目ナットM8
　埋め込み深さ d=20

　鬼目ナットM8
　埋め込み深さ d=20

　鬼目ナットM8
　埋め込み深さ d=20

　M10ボルト固定

　大判プリンター
　canon TM-250

　すのこ

　冷蔵庫

　折り畳み式ベッド

　構造用合板
　t=24 

　構造用合板 t=24
　木材用ウレタンニス塗装 

　構造用合板 t=24
　木材用ウレタンニス塗装 

　棚受部材：
　ワイヤーメッシュ150ｍｍ目　
　を切断し製作　 

　構造用合板 t=24
　木材用ウレタンニス塗装 

　人造大理石

山車 A断面　縮尺 1/50

山車 B断面　縮尺 1/50

山車 C断面　縮尺 1/50

山車 K断面　縮尺 1/50

山車 K

山車 C

山車 B

山車 A
固定 /6 席

可動 /3 席

可動 /2 席

固定 /0 席

Office Furniture in HIRATA Lab

Parts for Renovation

Decom
position

Decom
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Decom
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Decom
position

dL1

d1
d2(L)

d2(R)

d3

d7

t2

t3

t1

t2

t6

b2

b1

t1
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実施設計・施工
基本的なボリュームスタディを経て各山車のスペックを決定したのち、それらを実現するための具体的なディティールについての実施設計を行った。

今回の 2期プロジェクトでは、ディティールの精度を圧倒的に向上させることを目標として、施工方法、仕上げを大きく変更した。

上：コラーゲン材 (2×3材 ) と解体家具部材の接合部のディティール

畑を耕すことと、建築をつくること

―家具以上建築未満の構築を通じて―

畑を耕すように、建築を自分の身体性と強く結び

つけて思考することが、建築の佇まいにある種の力

強さをもたらすのでなないか。

今回のプロジェクトでは、様々な観点から施工は

すべて手刻みとし、ShopBot などのデジタルファブ

リケーションを用いないという選択をした。これは

材料ごとにばらつきが大きい、安価な木材を効率的

に扱うという戦略でありながら、我々の身体性の範

囲内でものづくりをすることの重要性を意識してい

たためである。「たった数人の人間が数カ月で構築

できる構造体」であることに価値を置いた。「硬い」

「重い」「痛い」「暑い」を経験した人間が引く図面

の線がもつ意味は、そうでない人が引くそれとは確

実に異なるものになると、私は信じている。

　この研究室においてそういった手の届く範囲の構

築が空間を支配していること。そしてそのなかで建

築を学んだ者たちは、きっとその身体性が自然に記

憶され、分解者としての身体性の限界を理解したう

えで、それを超える構築へと向かっていくことがで

きるのだと考える。今回の研究室改装を機に、これ

までの研究室の活動によって浮かび上がってきた平

田研の〈Ghost〉( 本誌 107 ページ参照 ) に、いま、

身体性をもったレイヤーが加わる。それが実践的思

考の場としての価値を高め、また新たな分解・再構

築へと向かっていくきっかけとなる。

　この構築は現時点で完成ではない。研究室の新陳

代謝は激しく、今想定している意図などはすぐに伝

わらなくなっていくだろう。しかし平田研究室とい

うひとつの生命体はその時々に応じた進化を遂げ、

それまでの履歴をたどりながら、研究室としてのさ

らなる成長を遂げるはずで、その過程でこの構築は

さらに解体、再編されていくはずである。まさに我々

は畑を耕して土の内部に酸素を送り込むように、自

身の身体性を強く意識しながら、分解者として、建

築に向き合っていくのである。( 乾翔太 )

左：コラーゲン材とシャーシの接合

　山車移動時の水平荷重に抵抗するため、深さ 45mm

　のほぞ接合とした。

中央：コラーゲン材の塗装

　安価で節の多いコラーゲン材を使用するにあたり、

　死節や欠け部分のパテ埋め、サンディング、塗装

　( ローラー 3回塗り ) を施した。

右：ボルト穴の施工

　既存部材と接合するボルト穴は精度を確保するため

　ボール盤で加工し、ボルトを隠すための座繰りを掘り、

　4種類の木ダボ (Φ7,18,24,30) で埋めて力学が接合部

　によって可視化されない様にし、抽象的なブリコラー

　ジュの印象を高めるディティールとした。

モード「スタジオ・実習」　研究室の手前では 4回生が、奥では修士の学生がそれぞれの制作活動を行う。山車 B・Cがゆるい境界を作り出している。モードモードモードモードモードモードモードモードモードモードモードモードモー 「スタ「スタ「スタ「スタ「スタ「スタ「スタ「スタ「スタ「スタ「スタ「「スタ「スタ「スタジオ・ジオ・ジオ・ジオ・ジオ・ジオジオ・ジオ・ジオ・ジオジオジオオオ 実習」実習」実習」実習」実習」実習」実習」実習」実習実習実習」実習」実習」実習」実習実習」実 研究研究研究研究研究研究研究研究研究研究研究研究研究研究研 室の手室の手室の手室の手室の手室の手室の手室の手室の手室の手室の手室の手室の手室の手室の室室 前では前では前では前では前では前では前では前では前では前では前では前では前では前で前で前で 4回生4回生4回生4回生4回生4回生4回生4回生4回生4回生4回生4回生4回生回4回生回 が、奥が、奥が、奥が、奥が、奥が、奥が、奥が、奥が、奥が、奥が、奥が、奥が 奥が 奥が 奥奥奥奥では修では修では修では修では修では修では修では修では修では修では修では修では修では修では修でで 士の学士の学士の学士の学士の学士の学士の学士の学士の学士の学士の学士の学士の学の学の学士の学生がそ生がそ生がそ生がそ生がそ生がそ生がそ生がそ生がそ生がそ生がそ生がそ生がそ生がそ生がそそれぞれれぞれれぞれれぞれれぞれれぞれれぞれれぞれれぞれれぞれれぞれれぞれれぞれぞれぞぞ の制作の制作の制作の制作の制作の制作の制作の制作の制作の制作の制作の制作の制作の制作の制制制 活動を活動を活動を活動を活動を活動を活動を活動を活動を活動を活動を活動を活動を活動を活動を活動活動 行う。行う。行う。行う。行う。行う。行う。行う。行う。行う。行う。行う。行う。うううう 山車 B山車 B山車 B山車 B山車 B山車 B山車 B山車 B山車 B山車 B山車 B山車 B山車 B山車 BBB・Cが・Cが・Cが・Cが・Cが・Cが・CがCが・CがCがCがCがCがCががゆるいゆるいゆるいゆるいゆるいゆるいゆるいゆるいゆるゆるいゆるいゆるいゆるゆるる 境界を境界を境界を境界を境界を境界を境界を境界を境界を境界を境界を境界を境界を境界を境界境境境 作り出作り出作り出作り出作り出作り出作り出作り出作り出作り出作り出作り出作り出作り出り していしていしていしていしていしていしていしていしていしていしていていていていててて る。る。る。る。る。る。る。る。る。る。る。る。る。るるるモード「スタジオ・実習」　研究室の手前では 4回生が、奥では修士の学生がそれぞれの制作活動を行う。山車 B・Cがゆるい境界を作り出している。

モード「卒制・修論」　山車 B・Cが研究室に壁を作り閉じられた奥側で論文執筆に没頭する。対照的に手前では活発に卒業設計に勤しむ。モードモードモードモードモードモードモードモードモ 「卒制「卒制「卒制「卒制卒制卒制卒制卒制卒制卒制制制「卒 ・・・修論修論修論修論修論修論修論修論修論修論修論修論修論」　山」　」　山」　山」　山」　山」 山山車 B・車 B車 B車 BB・・車 B車 B車 B車車車車車 CがCがCが研Cが研Cが研が研が研が研が研が研研研究室に究室に究室にに究室に究室に究室に究室に究室究室究室室 壁を作壁を作壁を作壁を作を作壁を作壁を作壁を作壁を作壁を壁壁 作り閉じり閉じり閉じり閉じり閉じり閉閉閉閉閉閉閉 られたられたられたらられたられたられたれたれ 奥側で奥側で奥側で奥側で奥側で奥側で奥側で奥側で奥側奥側奥側奥側奥側 論文執論文執論文論文論文執論文執論文執論文執論文執論文執論文執論文執論論 筆に没筆に没筆に没筆に没筆に没に筆に没筆に没筆に没筆に没筆に没筆筆筆 頭する頭する頭するするするする頭する頭する頭する頭する頭頭頭頭頭 。。。対。対。対照。対照対照対照対照対照対照照照照的に手的に手的に手に手に手的に手的に手的に手的に手的的 前では前では前では前では前では前では前では前では前前 活発に活発に活発ににに活発に活発に活発に活発に活発に発発 卒卒卒業卒業卒業設卒業設卒業設卒業設卒業設卒業設卒業設業設業設業 計に勤計に勤計に勤計に勤計に勤計に勤計に勤計に勤計に勤計に勤計に勤勤勤しむ。しむ。しむしむしむ。しむ。しむむむむモード「卒制・修論」　山車 B・Cが研究室に壁を作り閉じられた奥側で論文執筆に没頭する。対照的に手前では活発に卒業設計に勤しむ。

モード「展示」　研究室の白い壁面が大きく開かれた展示壁となり、入り口から L字に続く展示動線を生み出す。
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